
験

文

板

木

の

分

割

所

有

永 掌

井

一

彰

1

は
じ
め
に

平
成
十
七
年
六
月
、
京
都
の
竹
苞
楼
か
ら
奈
良
大
学

へ

一
括
譲
渡
さ
れ
た
約
二

千
五
百
枚

の
板
木
に
つ
い
て
は
、
十
八
年
十
月
に
奈
良
大
学
で
開
催
さ
れ
た
俳
文

学
会
第

58
回
全
国
大
会
に
合
わ
せ
て

「出
版
の
現
場
か
ら
1
竹
苞
楼
旧
蔵
狂
詩

・

狂
文
集

の
板
木
を
中
心
に
ー
」
と
題
し
て
展
示
史
料
目
録
を
作
成
す
る
と
共
に
本

学
通
信
教
育
部
棟
展
示
室

(現
博
物
館
展
示
室
)
で
四
十
日
に
及
ぶ
展
示
を
行
な

い
そ
の

一
部
を

一
般
公
開
し
、
そ
の
後
も
具
体
的
な
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
拙

稿

「竹
苞
書
楼

の
板
木
ー
狂
詩
集

・
狂
文
集
を
中
心
に
ー
」
(奈
良
大
学
総
合
研

い
れ

き

究
所
所
報
十
五
号
、
平
成
19
年
3
月
刊
)
「
「山
家
集
抄
」

の
入
木
」

(同
十
六
号
、

20
年
3
月
刊
)
な
ど
で
発
表
し
て
来
た
。
ま
た
、
十
九
年
春
に
は
立
命
館
大
学
ア
ー

ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
で
、
板
木
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
話
が
持

ち
上
が
り
、
竹
苞
楼
旧
蔵
の
も
の
を
は
じ
め
、
藤
井
文
政
堂
旧
蔵
で
十
年
ほ
ど
前

に
や
は
り
本
学
の
蔵
に
帰
し
た
約
五
百
枚
、
そ
れ
に
現
在
本
学

へ
寄
託
さ
れ
て
い

る
文
政
堂
現
蔵
の
約
五
百
枚
、
さ
ら
に
十
九
年
秋
に
大
阪
の
中
尾
松
泉
堂
か
ら
引

き
取

っ
た
高
野
版
の
板
木
約
四
百
枚
、
ま
た
本
学
所
蔵
の
浮
世
絵
復
刻
版
の
板
木

約
五
百
枚
、
そ
の
他
の
も
の
も
含
め
合
計
五
千
枚
ほ
ど
の
板
木
の
基
礎
デ
ー

タ
約
六
万
コ
マ
の
撮
影
を
二
十
年
三
月
に
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ

の
基
礎
デ
ー
タ
の
編
集
作
業
は
現
在
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
私
の
手
許
で
固
め

つ
つ
あ
る
目
録
と
併
せ
、

遠
か
ら
ぬ
日
に
ネ
ッ
ト
で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。

さ
て
、
十
八
年
の
秋
に
展
示
を
行
な

っ
た
折
の
会
期
末
近
く
、
文
政
堂

の
六
代
目
当
主
藤
井
佐
兵
衛
氏
と
連
れ
立

っ
て
見
学
に
来
ら
れ
た
竹
苞
楼
七

代
目
佐
々
木
惣
四
郎
氏
か
ら

「
こ
ん
な
も
の
も
出
て
来
ま
し
た
」
と
し
て

託
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
「蔵
板
員
数
」

「蔵
板
仕
入
簿
』
「板
木

分
配
帳
」

「竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
」

の
四
点
で
あ
る
。
何
れ
も
竹
苞
楼
の
蔵

板
に
関
す
る
記
録
で
そ
れ
ぞ
れ
に
資
料
的
価
値
は
高

い
が
、
と
り
わ
け
興

味
を
惹
く
の
が

「蔵
板
員
数
』
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
書
に
は
相

合
版

(共
同
出
版
)
と
し
て
板
木
を
分
割
所
有
し
た
際

の
板
木
の

「分
け

か
た
」
が
極
め
て
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
相
合
版

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
宗
政
五
十
緒
氏
が

「近
世
京
都
出
版
文
化

の
研
究
」
(昭
和
57
年
、
同
朋
舎
刊
)
「吉
野
屋
仁
兵
衛
」

の
項
で
、

2008年9月4日 受理'文 学部国文学科教授
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吉
野
屋
の
持

つ
板
権
は
そ
の
多
く
は
他
店
と

の
共
同
所
有
、
す
な
わ
ち
相
合

板
で
あ
る
。
そ
の
率
を
い
う
と
、
相
合
板
、
対
、
吉
野
屋
単
独
板
、
の
比
は
、

七
八
、
対
二
二
、
で
あ
る
。
大
凡
、
二
割
強
が
吉
野
屋
の
単
独
出
版
で
あ
り
、

八
割
強
が
相
合
板
で
あ
る
。
(中
略
)
こ
の
相
合
に
よ
る
板
権
の
共
同
所
有
、

共
同
出
版
、
と

い
う
こ
と
は
、
今
日

の
図
書
出
版
が
ほ
と
ん
ど

一
社
単
独
出

版
の
形
態
を
と

っ
て
い
る
か
ら
、
近
世
の
出
版
を
特
徴
づ
け
る

一
つ
の
現
象

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
吉
野
屋
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
店
の
出

版
書
の
約
八
割
が
相
合
板
で
あ
る
と

い
う
、
量
的
に
は
相
合
板
の
形
態
が
主

で
、
単
独
版
が
従
、
と

い
う
の
が
、
と
り
わ
け
近
世
末
期

の
現
象
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

と
述
べ
、
近
世
後
期
は
相
合
版
が
主
流
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
板
木
の
分
割
所
有
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
筆
者
は
板
木
を
触
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
益
々
そ
の
印
象
を
強
め
る

に
至
り
、
拙
稿

「板
木

の
あ
り
か
」
(近
世
文
藝
入
十
四
号
、
平
成
18
年
7
月
刊
)

な
ど
で
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
き
た
。
相
合
版
の
問
題
に

つ
い
て
は
平
成
二
十

一
年

度
中
に
青
裳
堂
の
日
本
書
誌
学
大
系
96
と

し
て
出
版
の
段
取
り
を
調
え
つ
つ
あ
る

『藤
井
文
政
堂
板
木
売
買
文
書
』
に
詳
述
す
る
予
定
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
触

れ
な

い
が
、
近
世
後
期
の
京
都
出
版
界
に
あ

っ
て
は
板
木
の
分
割
所
有
が
常
態
化

し
て
い
た
と
断
定
し
て
間
違
い
な
い
。
そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
火
災
な
ど
に

よ
る
板
木
の
消
失
に
備
え
て
の
リ
ス
ク
の
分
散
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
前
引

「
板

木
の
あ
り
か
」
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の

「分
け
か
た
」
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
纏
ま

っ
た
論
考
あ
る
の
を
未
だ
聞
か
な
い
。
が
、
ま

っ
た
く
手
掛
か

り
が
無
か
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
た
と
え
ば
昭
和
五
十
年
に
水
田
紀
久
氏
に
よ
り

『若
竹
集
」
と
題
し
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
た

『竹
苞
楼
大
秘
録
』
に
は
、
『都
名
所

手
引
案
内
』
『拾
遣
集
小
本
」

『謝
茂
秦
詩
集
」
『陸
羽
茶
経
』

『国
字
医
叢
』

『習

医
先
入
』
『太
平
楽
府
」

『千
金
方
薬
注
」
『四
文
神
銭
」
『狂
歌
鳩

の
杖
」
な
ど
の

諸
書
に
つ
い
て
、
相
合
版
と
し
た
場
合
、
板
木
を
ど
の
よ
う
に
分
け
て
い
た
の
か

が
具
体
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『国
字
医
叢
」
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
同
書

は
、
竹
苞
楼
と
小
川
太
左
衛
門
の
相
合
版
で
、
軒
前
は
三
軒
の
二
軒
前

(全
体
の

3
分
の
2
)
が
竹
苞
楼
、
三
軒
の

一
軒
前

(3
分
の
ー
)
が
小
川
で
、
板
木

の
分

け
方
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

、

1

五 四 三 ニ ー 序
巻 巻 巻 巻 巻 巻 竹

～

賃

一 一 一 五 苞

SSSS

十 廿 廿 八 楼
六

」
聞

四
川

一
～

四

、
九

、

廿

一

廿

一

十

七

、

十

八
、

一
～
廿

三

廿

一
～
廿

四
、

十

、

十

一

十
九

廿
六

袋

・
外
題

漢
数
字
は
そ
の
巻
の
丁
数
で
あ
る
。
四
巻
は
小
川
の
占
有
と

い
う
か
た
ち
に
な

る
が
、
他
の
巻
は
出
来
る
だ
け
二
つ
の
店
で
ば
ら
し
て
持
ち
、

一
つ
の
店
の
持
分

だ
け
で
は
そ
の
巻
が
揃
わ
な
い
よ
う
に
す
る
と

い
う
や
り
方
を
と

っ
て
い
る
こ
と

は
明
白
。
『太
平
楽
府
」

の
正
規
版

・
重
版

(海
賊
版
)
を
め
ぐ
る
板
木
分
割
に

つ
い
て
も
同
様
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
こ
と
、
前
引
拙
稿

「竹
苞
書
楼
の
板
木
ー

狂
詩
集

・
狂
文
集
を
中
心
に
ー
」
に
詳
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
『竹
苞
楼

大
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
板
木
の

「分
け
か
た
」
を
近
世

の
本
屋
は

「板
前
」
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3

(板
木
割
、
と
も
)
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
よ
う
に
相
合
版

の
場
合

の

「板
前
」
は
、
記
録
だ
け
か
ら
も
大
略
見
当
を
付
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ

る
が
、
実
際
の
板
木
が
ど
の
よ
う
に
仕
立

て
ら
れ
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

こ
の

「国
字
医
叢
』
の
例
も
四
丁
張
り
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
が
、
小

川
持
分
の
序
巻
九
～
十

一
、
三
巻
十
七
～
十
九
、
そ
れ
に
五
巻
二
十
六
と

い
っ
た

半
端
の
丁
が
四
丁
張
り
の
板
に
ど
の
よ
う

に
収
め
ら
れ
た
の
か
は
推
測
す
る
し
か

な
い
。
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
い
ま
筆
者

の
手
許
に
は
板
前
を
詳
し
く
記
し
た
竹

苞
楼
の

「蔵
板
員
数
』
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
膨
大
な
板
木
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

版
本
と
照
合
す
れ
ば
、
近
世
の
京
都
の
本
屋
が
板
木
を
ど
の
よ
う
に
分
割
所
有
し

て
い
た
か
、
そ
し
て
そ
の
分
け
か
た
は
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
く
も
の
な
の
か

が
リ
ア
ル
に
浮
ぴ
あ
が

っ
て
く
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
有
様
を
具
体
例
に
沿

っ
て
見

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
前
に
、
竹
苞
楼
蔵
の
四
点
の
蔵
板
資
料
に
つ
い
て
、
概
略
を
記
し
て
お
く
。

「蔵
板
員
数
』

横
本

一
冊
。
寸
法
、
縦
㎜
×
横
描
粍
。
渋
茶
色
表
紙
。
前
表
紙
に

「蔵
板
員
数
」
、

後
表
紙
に

「竹
苞
楼
」
と
墨
書
。
全
二
百
四
丁
。
所
々
に
余
白
を
残
し
、
そ
の
数

三
十
二
丁
半
。
従

っ
て
、
墨
付
は
百
七
十

一
丁
半
と
な
る
。
詳
細
な
解
題
及
び
全

文
の
翻
刻
は
、
先
に
触
れ
た

「藤
井
文
政
堂
板
木
売
買
文
書
』
に
併
載
の
予
定
で
、

紙
数
の
都
合
も
あ
り
こ
の
稿
で
は
省
く
が
、
元
々
は
万
延
元
年
に
六
十

一
才
で
没

す
る
こ
と
に
な
る
竹
苞
楼
三
代
春
蔭
が
弘
化

・
嘉
永
頃
に
調
製
し
た
も
の
と
思
し

く
、
四
代
春
明

(明
治
十
四
年
五
十
九
才
没
)
、
五
代
春
吉

(昭
和

二
十
六
年
七

十
三
才
没
)
と
引
き
継
が
れ
、
昭
和
二
十
三
年

一
月
に
至
る
ま
で
折
々
に
書
き
込

み
を
し
て
来
て
い
る
。
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
書
名
と
板
木
枚
数
、
相
合
か
単
独

所
有
か
、
そ
し
て
相
合
の
場
合
は
所
持
分
の
板
木
の
板
前
、
丁
数
、
そ
れ
に
後
日

の
板
木
移
動
な
ど
で
あ
る
。
収
録
書
目
は
全
三
百
七
十
二
点
に
及
ぶ
。
巻
末
図
版

1

・
E
参
照
。

「蔵
板
仕
入
簿
』

半
紙
本

一
冊
。
縦
蜘
×
横
旧
粍
。
山
吹
色
地
に
亀
甲
花
形
模
様
の
空
押
し
表
紙
。

前
表
紙
中
央
に

「蔵
板
仕
入
簿
」、
後
表
紙
に

「竹
苞
楼
」
と
墨
書
。
専
用
箋
に
、

書
名
、
冊
数
、
丁
数
、
紙

・
表
紙

・
摺
り
賃
な
ど
諸
費
用
、
相
合
先
、
軒
前
、
板

賃
な
ど
を
記
入
。
全
百
九
十

一
丁
。
内
、
余
白
は
計
十
八
丁
半
。
こ
の
専
用
箋
に

は

一
丁
に
つ
き
二
点
が
書
き
込
め
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
合
計
三
百
四
十
五
点

が
記
入
し
て
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た

「蔵
板
員
数
一
と
同
じ
頃
に
三
代
春
蔭
に
よ

っ

て
調
製
さ
れ
、
四
代
春
明

・
五
代
春
吉
が
折
々
に
書
入
れ
を
し
て
来
た
と
見
ら
れ

る
も
の
で
、
昭
和
二
十
年
三
月
ま
で
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
な
お
本
書
見
返
し
に

「
明
治
十
六
年

一
月
よ
り
改
正
蔵
版
仕
入
帳
用
也
」
と
あ
り
、
春
明
の
代
に
改
正

版
が
目
論
ま
れ
た
ら
し

い
が
、
そ
の
後
も
こ
の
元
版
に
書
き
込
み
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
す
る
と
、
改
正
版
は
結
局
使
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、

≒蔵
板
員
数
』
に
は

「相
合
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
こ
ち
ら
で
具
体

的
に
そ
の
相
合
先
が
分
か
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
巻
末
図
版
皿

・
V
参
照
。

「板
木
分
配
帳
』

大
本

一
冊
。
縦

脚
×
横
獅
粍
。
薄
茶
色
横
刷
毛
目
地
表
紙
、
紗
綾
形
模
様
の
空

押
し
あ
り
。
表
紙
中
央
に
大
き
く

「板
木
分
配
帳
」
と
墨
書
き
し
、
左
右
に
小
さ

く

「明
治
七
年
」
「戌
三
月
辰
」
と
書
く
。
後
表
紙
に

「竹
苞
楼
蔵
」
と
大
書
。
全

三
十
六
丁
。
「南
側
之
部

第
壷
号

(～
第
八
号
)
」
「東
側
之
部

第
壼
号

(～

一184一



4総 合 研 究 所 所 報

第
廿
八
号
)」
「北
之
部

第
査
号

(～
第
四
号
)
」
「西
壼
号
」
「土
聞
之
部
」
な

ど
と
分
け
、
三
百
九
十
三
点

の
書
名

・
板
木
枚
数
を
記
入
す
る
。
板
木
の
収
納
場

所
の
記
録
で
あ
る
。
年
代
の
書
き
込
み
を
調
べ
て
み
る
と
、
明
治
二
十
三
年
か
ら

大
正
九
年
ま
で
に
限
ら
れ
て
お
り
、
表
紙

に
あ
る
よ
う
に
明
治
七
年
に
四
代
春
明

に
よ
っ
て
調
製
さ
れ
、
五
代
春
吉
の
手
許

で
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

「竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
」

大
本

一
冊
。
縦
鰯
×
横
鵬
粍
。
薄
茶
色
横
刷
毛
目
表
紙
。
左
肩
に
双
辺
白
地
題

箸

「
昭
和
八
年
改
正
/
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
」
と
墨
書
き
。
第

一
丁
冒
頭
部
に

「蔵
板
員
数
帳

昭
和
八
年
/
七
月
調
査
」
と
あ
り
。
本
文
は
鳥
の
子
の
上
質
紙
。

全
三
十
三
丁
、
う
ち
墨
付
き

二
十
丁
。
「板
木
分
配
帳
」
と
同
様
、
「北
第
壼
号

(～
八
号
)」
「西
第
壷
号

(～
六
号
)」

「東
第
萱
号

(～
三
号
)」
と
分
け

て
、

百
十
五
点
の
書
名

・
板
木
枚
数
を
記
録
す
る
。
年
代
の
書
き
込
み
は
昭
和
九
年
か

ら
二
十
三
年
三
月
ま
で
。
五
代
春
吉
が

「板
木
分
配
帳
」
を
も
と
に
再
整
理
を
企

て
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、

「板
木
分
配
帳
」
に
比
べ
て
収
録
点
数
が
極
端
に

少
な
い
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
結
局
は

「板
木
分
配
帳
」
を
主
に
使
用
し
て
、

こ
ち
ら
は
途
中
で
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
か
の
如
き
感
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
「蔵
板
員
数
」
の
記
録
と
現
存
し
て
い
る
板
木
、
そ
れ
に
手

許
に
用
意
出
来
た
版
本
を
照
合
し
、
「蔵
板
仕
入
簿
」
も
参
照
し
な
が
ら
、
「板
前
」

の
実
態
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
以
下
、
◎
照
合
に
使
用
し
た
版
本

(全
て

奈
良
大
学
蔵
本
)
、

▽

「蔵
板
員
数
」
の
記
録

(算
用
数
字
は
該
当

の
丁
数
で
あ

る
)、
そ
し
て
解
説
の
順
で
論
を
進
め
る
。

好
古
小
録

◎

照
合
底
本

大
本
二
冊
。
浅
繧
色
布
目
地
表
紙
。
左
肩
に
双
辺
白
地
縦
長
元
題
策

「好
古
小

録

金
石
/
書
画

乾
」
「好
古
小
録

雑
考

坤
」。
藤
貞
幹
著
。
寛
政
六
年
六
月

橘
経
亮
序
。
刊
記
は
後
表
紙
見
返
し
に

「寛
政
七
年
乙
卯
九
月
刊
行

平
安
書
騨

林
伊
兵
衛
/
小
川
多
左
衛
門
/
西
田
荘
兵
衛
/
北
村
荘
助
/
鶴
鶴
惣
四
郎
」
と

あ
る
。
因
み
に
、
鵡
鶴
惣
四
郎
が
竹
苞
楼
。
底
本
は
初
版
と
思
わ
れ
る
。
乾
巻
は

序
文

一
丁
、
目
録
四
丁
、
本
文
が
三
十
六
丁
。
坤
巻
は
目
録
二
丁
、
本
文
二
十

一

丁
、
付
録
の
図
版
が
十
六
丁
と
い
う
内
容
。
序
丁
は
丁
付
が
な
い
が
、
以
下
は
版

芯
下
部
に
あ
り
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

乾
巻

(序
)、
上
目

一
～
上
目
四
、
上

一
～
上
三
十
六

坤
巻

下
目

一
・
下
目
二
、
下

一
～
下
二
十

一
、
附

一
～
附
十
六

▽

蔵
板
員
数
63
オ

一

好
古
小
録

六
枚

外
小
板

一
枚

〔但
相
合
〕
丸

本 目 上文 録 巻

 

下
巻

序壷
ノ

四

宣
ノ

三

十
五
三
拾
三
ノ
一二
拾
六

三
ノ

六
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5

十
九
ノ

弐
拾
壷

附
録

十
一ニ
ノ

十
山ハ

〆
弐
拾
四
丁

奥
書
袋
外
題

萱
軒
半
分

大
正
五
年
板
木
市

丸

ニ
ス
ル

代
ホ
ル
ホ
円

「蔵
板
員
数
』

の
該
当
部
を
巻
末
図
版

1
に
出
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

ゴ
チ
ッ
ク
は
後
の
書
き
込
み
、
〔

〕
で
示
し
た
の
は
そ
れ
に
伴
う
墨
消
し
箇
所

で
あ
る
。
ま
た

「目
録

,萱
ノ
四
」
な
ど
と
あ
る
の
は
、
「目
録
の

一
丁
か
ら
四

丁
ま
で
」
の
意
。
板
木
は
四
丁
張
り
と
す
る
の
が
基
本
で
、
こ
れ
で

「目
録
の

一

丁
か
ら
四
丁
ま
で
収
め
た
板
が

一
枚
あ

る
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「奥
書
袋
外

題
」
の

「奥
書
」
と
は
、
他
の
例
も
含
め
て
板
木

・
版
本
と
照
合
す
る
に
、
駿
文

で
は
な
く

「刊
記
」
の
こ
と
で
あ
る
。
以

下
、
「蔵
板
員
数
」
の
記
述
は
こ
れ
に

準
じ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
さ
て
こ
の
記
述
は
、
「蔵
板
員
数
』
調
製
時
に

「好
古
小
録
』

の
板
木
が
記
入
分
の

「六
枚
」
と
他
に

「小
板

一
枚
」
(「切
板
」

と
も
。
二
丁
張
り
の
板
)
が

一
枚
、
計
七
枚
が
竹
苞
楼
に
あ

っ
て
、
そ
れ
は
相
合

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
軒
前
は

「
一
軒
半
」

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
大
正
五
年
の
板

木
市
で
残
り
の
分
を
買

い
取
り

「丸
板
」
と
な

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
代
金

の

「ホ
ル
ポ
」
は
符
牒
で
あ
ろ
う
が
、
次

に
取
り
上
げ
る

「好
古
日
録
』
の
記
録

に
よ
り
、
代
金
は
二
点
合
わ
せ
て
二
十
二
円
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、

巻
末
図
版
皿
に
示
し
た
よ
う
に
、
「蔵
板
仕
入
簿
』
に
は
相
合
先

・
軒
前
を

「
勝

村

二
軒
、
吉
仁

一
軒
半
、
此
方

(竹
苞
楼
)

一
軒
半
」
と
記
し
、
勝
村
を
消

し
て

「大
坂

河
源
」
と
し
て
い
る
。
吉
仁
は
吉
野
屋
大
谷
仁
兵
衛
の
こ
と
。
底

本
版
本
の
刊
記
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
、
も
と
は
京
都
の
五
軒
相
合
版
。
軒
前

の
合
計
が
五
軒
と
な

っ
て
い
る
の
も
頷
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
初
版
時
の
寛
政

七
年
以
降
板
木
が
売
買
さ
れ
て
、
版
権
が
林

・
小
川

・
西
田

・
北
村

・
竹
苞
楼
↓

勝
村

・
吉
仁

・
竹
苞
楼
↓
大
坂
河
源

・
吉
仁

・
竹
苞
楼
と
動
き
、
そ
の
過
程
で
軒

前
に
も
変
化
が
あ

っ
て
、
大
正
五
年
に
最
終
的
に
す
べ
て
竹
苞
楼
の
所
有
と
な

つ

た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「好
古
小
録
』
に
は
、
見
返
し
に

「無
仏
斎
先
生
著

/
好
古
小
録
/
京
都
大
谷
津
逮
堂
蔵
」
と
入
れ
る
明
治
摺
り
と
思
し
き
吉
仁
版
の

一
本
も
あ
る
。

さ
て
、
「好
古
小
録
』

の
板
木
は
全
揃

い
二
十

一
枚
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
う

ち
の
十
九
枚
が
残

っ
て
い
る
。
次
の
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
だ
け
残

っ
て

い
る
と
、
失
わ
れ
た
二
枚
の
板
木
の
収
録
丁
は
容
易
に
推
測
が
出
来
る
。
通
し
番

号
14

・
21
番
に

「欠
」
と
し
て
示
し
た
の
が
失
わ
れ
た
二
枚
。
「蔵
板
員
数
』
の

記
録
と
照
合
す
る
と
、
1

・
2

・
10

・
12

・
16

・
20

・
21
番
の
七
枚
が
も
と
竹
苞

表1好 古小録
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楼
所
持
分
。
塗
り
つ
ぶ
し
に
し
た
残
り
の
十
四
枚
が
、
吉
仁
と
大
坂
河
源
の
店
に

あ

っ
た
分
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
店
が
十
四
枚
を
ど
の
よ
う
に
分
け
て
い
た
か

は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
。
が
、
こ
の

「好
古
小
録
』
の
板
木
の
板
前
は
、
上

・

下

(乾

・
坤
)
両
巻
と
も

一
つ
の
店
だ
け
で
は
完
備
出
来
な
い
よ
う
に
分
け
て
あ

り
、
「出
来
る
だ
け
ば
ら
し
て
」
と
い
う
意
図
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
よ
う
。
そ

の
こ
と
と
関
連
し
、
通
し
番
号
16
の
板
木

に
も
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
板
に
は

下
巻
末
尾
の
19

・
20

・
21
の
三
丁
と
、
上
巻
の
15
丁
が
収
め
て
あ
る
。

一
方
5
番

の
板
に
は
上
巻
の
12

・
14

・
13

・
16
丁
を
収
録
。
因
み
に
上
巻
の
15
丁
は
14
丁
か

ら
16
丁

へ
続
く
普
通
の
本
文
で
あ

っ
て
、
特
に
内
容
的
に
変
わ

っ
た
丁
で
は
な

い
。

こ
の
よ
う
に
丁
を
意
図
的
に
飛
ば
し
て
板
木
を
仕
立
て
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も

「佛
光
寺

の
板
木
」
(日
本
古
書
通
信
第
蹴
号
、

平
成
16
年
2
月
刊
)
「
「山
家
集
抄
』

の
入
木
」
(前
出
)
な
ど
の
拙
稿
で
触
れ
て

き
た
と
こ
ろ
。
こ
の

「好
古
小
録
』

の
場
合
も
、
単
純
に
考
え
れ
ば
、
上
15
丁
は

上
14
丁
に
続
け
て
収
め
れ
ば
よ
さ
そ
う
な
と
こ
ろ
な
の
に
、
何
故
こ
の
よ
う
な
仕

立
て
方
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
「出
来
る
だ
け
ば
ら
し
て
」

と
い
う
板
前
と
無
関
係
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
こ
の

「好
古
小
録
』
の
板
木
を
、

上
巻
は
甲
が
、
下
巻
は
乙
が
と
言
う
様
に
二
つ
の
店
で
分
け
て
持

っ
た
場
合
、
15

丁
が
飛
ん
で
い
れ
ば
甲
の
店
は
勝
手
に
上
巻
だ
け
を
出
す
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。

中
抜
き
で
丁
を
飛
ば
し
て
お
け
ば
、
そ
の
丁
が
所
謂

「止
め
板
」
的
役
割
を
果
た

す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

つ
ま
り
、
中
抜
き

の
丁
飛
ば
し
と
い
う
板
木
の
仕
立
て
方

は
、
分
割
所
有
を
す
る
際
に

「出
来
る
だ
け
ば
ら
し
て
」
板
木
を
分
け
る
と
い
う

発
想
と
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

=

好
古
日
録

◎
照
合
底
本

大
本
二
冊
。
浅
標
色
布
目
地
表
紙
。
左
肩
に
双
辺
白
地
縦
長
元
題
策

「好
古
日

録

本
」
「好
古
日
録

末
」
。
藤
貞
幹
著
。
寛
政
入
年
正
月
藤
原
資
同
序
。
刊
記

は
後
表
紙
見
返
し
に

「集
古
図

全
二
冊

嗣
出
/
寛
政
九
年
丁
巳
四
月
印
行

京
兆
書
騨

林
伊
兵
衛
/
小
川
多
左
衛
門
/
西
田
荘
兵
衛
/
北
村
荘
助
/
鶴
鶴
惣

四
郎
」
と
あ
る
。
こ
の
刊
記
部
、
現
存
板
木
に

一
致
し
、
底
本
は
初
版
本
と
考
え

て
間
違

い
な

い
。
序
丁
は
丁
付
が
な
い
が
、
以
下
は
版
芯
下
部
に
あ
り
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

本
巻

(序
)、
目

一
～
目
四
、

一
～
三
十
七

末
巻

三
十
入
～
七
十
終

▽

蔵
板
員
数
63
ウ

一

好
古
日
録

五
枚

外
小
板

一
枚

〔但
相
合
〕
丸

目
録

壷
ノ

四

十
七
ノ

弐
拾

弐
拾
五
ノ
弐
拾
入

五
拾
八
ノ
六
拾
五

〆
弐
拾
丁

袋
外
題

壷
軒
半
分

大
正
五
年
板
木
市
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7

丸

ニ
ス
ル

日
小
録
共
に
て

丸
代
廿

二
円

『蔵
板
員
数
』
の
該
当
部
に
つ
い
て
は
巻
末
図
版
五
参
照
。
底
本
刊
記
の
版
元

五
軒
、
ま
た
巻
末
図
版
V
に
示
し
た

『蔵
板
仕
入
簿
』
に
記
録
す
る
相
合
先

・
軒

前
も
先
の

『好
古
小
録
』
に
全
く
同
じ
で
、
『好
古
小
録
」
と
同
様

の
版
権
移
動

が
あ
り
、
大
正
五
年
に

『好
古
小
録
』
と
共
に
竹
苞
楼
の
丸
株
所
有
と
な

っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
「津
逮
堂
蔵
版

(こ
の
部
分
白
字
刷
り
)
/
京
都
市
三
条
通
御
幸

町
角
/
吉
野
屋
大
谷
仁
兵
衛
」
の
刊
記
を
持

つ
明
治
摺
り
吉
仁
版
の

一
本
が
あ
る

こ
と
も
同
じ
。
衷
2
が

『好
古
日
録
』
の
板
木

一
覧
。
2

・
7

・
9

・
17

・
18

・

20
番
の
六
枚
が
も
と
竹
苞
楼
所
持
分
で
あ

る
が
、
20
番
の

「袋

・
外
題
」
を
収
め

た
小
板

一
枚
が
失
わ
れ
て
い
る
。
塗
り

つ
ぶ
し
に
し
た
残
り
の
十
四
枚
が
、
吉
仁

と
大
坂
河
源
の
店
に
あ

っ
た
分
で
あ
る
。
板
木
を
ば
ら
し
て
所
持
し
て
い
た
こ
と

明
白
。
ま
た
、
や
は
り
特
殊
な
丁
と
は
言
え
な
い
33
丁
を
、
中
抜
き
で
1
番

の
板

に
飛
ば
し
て
仕
立
て
て
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

衰2好 古日録

三

禁
秘
御
紗
階
梯

◎
照
合
底
本

大
本
三
冊
。
明
治
摺
り
。
薄
茶
色
刷
毛
目
表
紙
。
左
肩
に
黄
土
色
地
無
辺
元
題

籏
。
「禁
秘
御
紗
階
梯

上

(中
、
下
)
」。
滋
野
井
公
麗
著
。
安
永
五
年
二
月
九

日
藤
原
公
麗
賊
。
刊
記
は
後
表
紙
見
返
し
に

「皇
都
/
寺
町
本
能
寺
前
/
銭
屋
惣

四
郎
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
摺
り
の
そ
れ
。
表
3
の
板
木

晒
に

「京
都
二
条

通
富
小
路
東
江
入
北
側
/
滋
野
井
家
御
蔵
板

書
林
吉
田
四
郎
右
衛
門
」
と
あ
る

の
が
も
と
の
刊
記
。
丁
付
は
版
芯
下
部
に
あ
り
、
次
の
通
り
。

上

一

(目
録
)
、
二
～
五
十

一

中

一

(目
録
)
、
二
～
六
十

一

下

一
・
二

(目
録
)
、
三
～
百
三
、
百
四

・
百
五
終

(践
)

▽

蔵
板
員
数
23
ウ
～
24
オ

一

禁
秘
楷
梯

廿
八
枚

外
二
小
板

一
枚

但
〔塾
中
巻

五
ノ

八

拾
三
ノ

威
拾

二
拾
五
ノ
ニ
拾
八

三
拾
三

三
拾
四

三
拾
七
ノ
四
拾

四
拾
三

四
拾
四

四
拾
五
ノ
五
拾
二
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表3禁 秘御抄階梯

下
巻

又
四
丁
張
十
四
枚

弐
丁
張
廿
六
枚

五
拾
三
ノ
六
拾

壷
ノ

八

九
ノ

拾
六

拾
七
ノ

ニ
拾
四

二
拾
五
ノ
三
拾

二

三
拾
三
ノ
四
拾

四
拾

一
ノ
四
拾
四

四
拾
九
ノ
五
拾
六

五
拾
七
ノ
六
拾

七
拾
三
ノ
七
拾
六

八
拾

一
ノ
八
拾
八

九
拾
三
ノ
九
拾
六

百
三

外
題

〆
百
拾
三
丁

〔執
〕
株

又
百
四
丁

今
弐
百
十
七
丁

万
延
二
年
酉
十
二
月
松
半
分
買
入
一■付

丸
株
二
成

こ
の
書
、
安
永
五
年
当
初
は
滋
野
井
家

の
蔵
板
で
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
単
独
版

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
竹
苞
楼
と
松
半

の
半

々
持
ち
と
な
り
、
万
延
二
年
に
竹
苞

楼
が
松
半
の
持
分
を
買
い
取
り
、
丸
株
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に

『蔵
板

仕
入
簿
』
に
も
こ
の

『蔵
板
員
数
』
と
全
く
同
じ
記
述
が
あ
る
。
な
お
、
松
半
に

つ
い
て
は
不
明
。
『改
定
増
補
近
世
書
林
版
元
総
覧
』
に
よ
れ
ば
江
戸
に

「松
崎
■

半
造
」
が
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。
こ
の

『禁
秘
御
紗
階
梯
』
の
板

木
は
六
十
九
枚
全
て
が
現
存
。
表
3
が
そ
の

一
覧
で
あ
る
。
塗
り

つ
ぶ
し
で
示
し

た
の
が
松
半
の
持
分
。
そ
の
板
前
を
見
て
み
る
と
、

1
～
26
番
の
二
丁
張
り
の
上

15

1?

19 _

21

23

25

匝
28656.

1駈 大番 昇1愚1腹 鉦 ↑ 猶rl

1

亙

王

7

亙

五

コ豆 　 癖_

」、8、6、7

29

鉛 116 中13、14、15,16

its 中17.18.19、2031

32甦_

33

340

35

37

薗

813中25、26、27、28

447中33、34、43、44

360一-暫

$27 中37、38.39.40

38 283 中45,4&46.47

39 578 中49、50.51、52

40 6A6 中53、54、55、56

70z 中57、58.59、6①41

42

43 797 下 1.2.3,4
44 548 下 5.6,7,8
45 676 下 s,12.1i,io
A6 689 下 13.14.15,16
47 976 下 17,19,18.20
48 60? 下 21.22.23.24
49 656 下 25,26,27.28
50 609 下 29.30.31,32
51 759 下 33.34,35,36
52 690 下 37,38,39.40

528 下 41.43.42.44紹
餌
駈
54撒 翻

697 下49.50、51.52

561549 下53,54、55、56

61

57㎜

58

60

下 環7尾 只.SQ.an

● 」

62
匝 國軸灘 羅

fitt71P63

樋瀦魑一　

δ1、 ～勉、 ～弼、 ～54

必6下85、87,86,8864
-

65

66

照7脳

826下93.94.95、96

67・ 灘
_

68緻

691369下 題 簸 、下103
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9

巻
は
松
半
が
占
有
す
る
か
た
ち
に
な
る
が
、
中

・
下
巻
は
二
つ
の
店
で
ば
ら
し
て

持

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は

35

・
36
番

の
板
で
、
35
番
の
板
は
中
巻

の
詔

・
訓

・
娼

・
必
丁
を
、
36
番
の
板
は
35

・
36

・
41

・
姐
丁
を
収
め
る
。
詔

・

34

・
35

・
36
、
ま
た
41

・
犯

・
娼

・
覗
と
纏
め
れ
ば
よ
さ
そ
う
な
も
の
を
、
敢
え

て
ず
ら
し
て
仕
立
て
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
抜
き
の
丁
飛
ば
し
で
、
し
か
も
そ
れ

を
二
つ
の
店
で

一
枚
ず

つ
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
68
番
の
板
は
下
巻
の

皿

・
魏

・
脳

・
鵬
丁
と
し
て
仕
立
て
、
期

・
皿
丁
に
続
く
本
文
末
尾
の
螂
丁
は
69

番
の
板
に
題
簸
と
組
み
合
わ
せ
て
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
二
つ
の
店

で

一
枚
ず
つ
分
け
て
持

っ
て
い
る
。
丁
飛
ば
し
の
板
を
こ
の
よ
う
に
分
け
て
持

つ

こ
と
に
よ
り
、

一
つ
の
店
だ
け
で
は
揃
わ
な
い
よ
う
に
配
分
し
た
中

・
下
巻
に
、

さ
ら
に
揃
い
に
く
い
要
因
が
加
わ
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

四

茶
経

◎
照
合
底
本

大
本
二
冊
。
明
治
摺
り
。
茶
色
表
紙
。
左
肩
に
白
地
双
辺
元
題
簸

「茶
経

上

(下
)
」。
灰
色
縦
縞
地
の
見
返
し
が
あ
り
、
双
辺
匡
郭
内
に

「茶
経
/
茶
具
図
賛

茶
経
伝

茶
経
外
集
/
水
弁

茶
譜

茶
譜
外
集
」
と
入
れ
る
。
宝
暦
八
年
四

月
兎
道
斎
序
。
皮
日
休
序
。
陳
氏
師
道
序

。
刊
記
は
後
表
紙
見
返
し
に

「天
保
十

五
年
甲
辰
九
月
補
刻
/
京
都
書
蝉

佐
々
木
惣
四
郎
/
辻
本
仁
兵
衛
」
と
あ
る
。
袋

が
残
り
、
双
辺
匡
郭
内
に

「唐
陸
鴻
漸
/
茶
経
/
平
安
書
林

竹
苞
楼
/
尚
書
堂
」
。

因
み
に
、
陸
鴻
漸
は
茶
神
と
し
て
仰
が
れ
た
陸
羽
の
字
。
尚
書
堂
は
辻
本
仁
兵
衛

で
あ
る
。
版
芯
部
の
丁
付
、
次
の
通
り
。

上
巻

茶
経
序

一
～
三
、
茶
経
序

一
～
三
、
茶
経
序
四

・
五

茶
経
巻
上

一
～
五

茶
経
巻
中
六
～
十
二

茶
具
十
三
～
廿
五
、
茶
具
践
三
十
六

茶
経
下
二
十
七
～
四
十

下
巻

茶
経
伝

一
・
二

茶
経
外
集

一
～
三

茶
経
水
弁

一
～
五

茶
譜
序
、
茶
譜

一
～
十
三
、
茶
譜
外
集
十
四
～
二
十

一
、

▽

蔵
板
員
数
66
ウ

一

陸
羽
茶
経

六
枚

但
相
合

改
廿
三
枚

上
之
巻

中
之
巻

下
之
巻

茶
譜
外
集

五六
よ
り

八

三
拾
三
ノ
四
拾

三
ノ

七

十
五
ノ

弐
拾
壷

茶
譜
後
践

明
治
十
二
年
大
坂
い
た
善
市
二
而
残
り
買
得

改
丸
板
と
成

〆
弐
拾
四
丁

「陸
羽
茶
経
」
に
つ
い
て
は
、
「竹
苞
楼
大
秘
録
」
に
小
川
久

・
小
川
源

・
竹
苞

楼
三
軒
の
相
合
版
と
し
て
安
永
二
年
当
時
の
板
前

・
板
賃
な
ど
の
記
録
が
あ
る
。

そ
の
折
の
竹
苞
楼
の
板
前
は
、
こ
の

「蔵
板
員
数
」
の
そ
れ
と
は

一
致
し
な
い
。
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ま
た
、
「蔵
板
仕
入
簿
』
の

「茶
経
』

の
項
に
は
、
相
合
と
し
て
堺
仁

・
林
喜

・

此
方

(竹
苞
楼
)
の
名
前
を
記
し
た
後
、
堺
仁

・
林
喜
を
消
し
て

「大
坂
河
喜
」

「
二
軒
」
と
書
き
入
れ
て
あ
る
。
堺
仁

・
林
喜
の
持
分
二
軒
前
が
大
坂
の
河
喜

へ

動

い
た
こ
と
を
言
う
。
堺
仁
は
、
底
本

の
天
保
十
五
年
補
刻
版
の
袋
及
び
刊
記
に

名
の
見
え
る
尚
書
堂
こ
と
辻
本
仁
兵
衛
で
あ
る
。
林
喜
は
、
次
項
の

「茶
経
詳
説
』

に
も
関
わ

っ
て
い
る
林
喜
兵
衛
。
も
う
少

し
諸
版
本
を
当
た

っ
て
み
な
い
と
は

っ

き
り
し
な
い
が
、
こ
の

「茶
経
』

の
版

権
は
小
川
久

・
小
川
源

・
竹
苞
楼
↓
堺

仁

・
林
喜

・
竹
苞
楼
↓
河
喜

・
竹
苞
楼
と
動
き
、
明
治
十
二
年
に
大
坂
の

「
い
た

善
」
主
催
の
板
木
市
で
河
喜

の
持
分
二
軒
前
を
竹
苞
楼
が
買

い
取
り

「丸
板
」
と

な
っ
た
も
の
ら
し
い
。
「蔵
板
員
数
』
に
は

「改
丸
板
」
「改
廿
三
枚
」
と
す
る
が
、

次
の
表
4
に
示
し
た
よ
う
に
四
丁
張
り
の
板
木
二
十
二
枚
で
あ

っ
た
は
ず
で
、
「欠
」

表4茶 経

鰯

60

"

68

8①

駈

窺
鼎

と
し
て
示
し
た
ー

・
22
番
の
二
枚
が
失
わ
れ
、
二
十
枚
が
現
存
。
5

・
12

・
13

・

18

・
21

・
22
番
の
六
枚
が
、
も
と
竹
苞
楼

の
持
分
。
塗
り

つ
ぶ
し
の
十
六
枚
は
河

喜
の
所
持
。
茶
具
の
部
は
結
果
的
に
二
軒
前
を
持

つ
こ
と
に
な

っ
た
河
喜
の
占
有

と
な

っ
た
が
、
他
の
部
は
ど
れ
も

}
つ
の
店
だ
け
で
は
仕
立
て
ら
れ
な

い
板
前
と

な

っ
て
い
る
。
7

・
8
番
の
板
は
、
そ
れ
ぞ
れ
14

・
17

・
19

・
20
丁
、
13

・
18

・

15

・
16
丁
と

い
う
中
抜
き
の
丁
と
ば
し
仕
立
て
に
な
っ
て
い
て
、
先
の

「禁
秘
御

紗
階
梯
』
の
例
に
照
ら
せ
ば
、
河
喜

へ
板
木
が
動
く
前
、
つ
ま
り
堺
仁

・
林
喜
に

あ

っ
た
時
に
は
こ
の
二
枚
は
二
つ
の
店
で
分
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
「蔵
板
員
数
』
に

「茶
譜

三
ノ
七
」
と
あ
る
の
は
、
現
存
板
木
に
従
え

ば

「
三
ノ
六
」
の
間
違
い
。
ま
た
失
わ
れ
た
22
番
の
板
に
は

「水
弁
」
の
第
5
丁

も
入

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
19
番

の
板
に
収
ま
る
茶
譜
第
7
丁
は

刻
面
が
何
故
か
削
除
さ
れ
、
底
本
の
天
保
十
五
年
補
刻
版
で
は
丁
が
別
の
も
の
に

差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
差
し
替
え
ら
れ
た
丁
の
板
木
は
残

っ
て
い
な

い
。

五

茶
経
詳
脱

◎
照
合
底
本

大
本
二
冊
。
明
治
摺
り
。
茶
色
表
紙
。
左
肩
に
白
地
双
辺
元
題
簸
。
「茶
経
詳
説

上

(下
)」
。
灰
色
縦
縞
地
の
見
返
し
が
あ
り
、
双
辺
匡
郭
内
に

「大
典
禅
師
著

/
茶
経
詳
説
/
平
安
書
舗

竹
苞
楼
/
文
暁
堂

全
梓
」
と
あ
り
。
な
お
、
同
じ

板
木
に
よ
る
袋
を
添
え
る
。
安
永
三
年
正
月
香
海
序
。
刊
記
は
下
巻
末
尾
十
九
丁

ウ
ラ
に

「安
永
三
甲
午
歳
二
月
穀
旦

佐
々
木
惣
四
郎
/

(空
白
)
喜
兵
衛
」
と

あ
る
。
文
暁
堂
は
林
喜
兵
衛
。
丁
付
は
版
芯
に
あ
り
、
次
の
通
り
。
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上
巻

序

一
・
序
二
、
附
言

一
～
附
言
六
、
上

一
～
上
七
、
中

一
～
中
九

下
巻

下

一
～
下
十
九

▽

蔵
板
員
数
⑳
ウ

一

茶
経
詳
説

七
枚

表5茶 経詳説
こ

の

但
相
合
上
之
巻

中
之
巻

下
之
巻

〆
弐
拾
四
丁

切
板
共

改
十

一
枚

五
ノ
七

壷
ノ
九

五
ノ
拾
六

袋
外
題

明
治
十
二
年
大
坂
い
た
曹
市
に
て
残
り
半
分

買
得

改
丸
板
也

「茶
経
詳
説
」
は
、
「竹
苞
楼
大
秘
録
」
に
よ
れ
ば
も
と
近
江
屋
庄
右
衛

板木番号 巻 収録丁数

il
遇 袋(価 妬 、

上b、6、7

中 9

6 176 中 1.4.2.3

542 5、7、s,87

8

中

下
璽 羅
9 835 b,6,7,8

10 680 下 9.11,10,12

ii911下13.15.14.16
___藁 欝 蜘 、 。_,,_甜 一諜　 罐 欝嫌甑 謝 難._-x

門
の
企
画
で
、
そ
れ
が

『茶
経
』
に
差
し
構
え
と
な

っ
た
た
め
、
.『茶
経
」
版
元

の
小
川
源
兵
衛

・
同
久
兵
衛

・
竹
苞
楼
と
の
四
軒
相
合
版
と
し
て
落
ち
着

い
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。
版
行
願

い
は
近
江
屋
が
出
し
、
安
永
二
年
五
月
九
日
に
許
可

が
下
り
て
い
る
。
底
本
の
明
治
摺
り
の
刊
記
部
は
、
現
存
板
木
で
見

る
に
、
「安

永
三
甲
午
歳
二
月
穀
旦
」
「佐
々
木
惣
四
郎
」
「
(空
白
)
喜
兵
衛
」
の
行
、
全
て

入
木
で
、
「喜
兵
衛
」
の
上
の
空
白
部
も
板
木
該
当
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。
「蔵
板
仕
入
簿
」
に
は
相
合
先
と
し
て
、
「林
喜

・
此
方
」
と
記
し
た

あ
と
、
「林
喜
」
を
墨
消
し
し
て
、
脇
に

「菱
孫
」
と
入
れ
て
さ
ら
に
そ
れ
を
消

し
、
「河
喜
」
と
す
る
。
安
永
三
年

の
初
版
本
を
見
る
に
至

っ
て
い
な

い
が
、
板

木
は
近
庄

・
小
川
源

・
小
川
久

・
竹
苞
楼
↓
林
喜

・
竹
苞
楼
↓
菱
孫

・
竹
苞
楼
↓

河
喜

・
竹
苞
楼
と
動
き
、
先
の

「茶
経
」
同
様
、
明
治
十
二
年
に
大
坂
の

「
い
た

善
」
主
催
の
板
木
市
で
河
喜
の
持
分
二
軒
前
を
竹
苞
楼
が
買
い
取
り

「丸
板
」
と

な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
板
木
は
、
表
5
に
示
し
た
よ
う
に
十
二
枚
が
全
て
現

存
。
1

・
5

・
6

・
7

・
9

・
10

・
11
番

の
七
枚
が
竹
苞
楼
所
持
分
、
塗
り
つ
ぶ

し
の
五
枚
が
河
喜
所
持
分
で
あ
る
。
中
巻
は
竹
苞
楼
占
有
と
な
る
が
、
上

・
下
巻

は

一
つ
の
店
の
持
分
だ
け
で
は
完
成
出
来
な

い
板
前
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
2

番
の
板
に
は
上
巻
の
序
1

・
2
丁
と
下
巻

19
丁
そ
れ
に
刊
記
を
、
12
番
の
板
に
は

下
巻
17

・
18
丁
と
上
巻
の
付
言

5

・
6
丁
を
収
め
る
が
、
こ
れ
は
上
序
1

・
2

・

付
言
5

・
6
、
下
17

・
18

・
19

・
刊
記
と
い
う
組
み
合
わ
せ
方
で
も
よ
か

っ
た
は

ず
で
、
む
し
ろ
そ
う
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
中
抜
き
の
丁
飛

ば
し
仕
立
て
で
、
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仮
に
上
下
を
二
つ
の
店
で

分
け
て
持

っ
た
場
合
で
も

一
店
だ
け
で
は
板
木
が
揃
わ
な
い
仕
掛
け
に
な

っ
て
い

る
こ
と
、
「好
古
小
録
」
と
同
じ
で
あ
る
。
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六

百
家
璃
行
伝

◎
照
合
底
本

手
許
に
あ
る
の
は
巻

一
を
欠
く
零
本
四
冊
。
水
色
地
蔓
草
模
様
空
押
し
表
紙
。
左

肩
に
白
地
双
辺
元
題
簑
。
巻
二
、
題
簑
剥
落
。
巻
三
、
「百
家
碕
行
伝

(剥
落
)」
。

巻
四
、
「百
家
琉
行
伝

四
」
。
巻
五
、
「
百
家
琉
行
伝

五
」
。
八
島
五
岳
著
。
刊

記
は
後
表
紙
見
返
し
に

「天
保
六
乙
未
年
/
弘
化
三
丙
午
年
刻
成
/
書
蝉

江
戸

岡
田
屋
嘉
七
/
大
坂

河
内
屋
喜
兵
衛

・
河
内
屋
茂
兵
衛

・
秋
田
屋
太
右
衛

門

・
伊
丹
屋
善
兵
衛

・
秋
田
屋
市
兵
衛
/
京

林
芳
兵
衛

・
菱
屋
孫
兵
衛

・
丸
屋

善
兵
衛

・
銭
屋
惣
四
郎
」
と
あ
る
。
丁
付

は
ノ
ド
に
あ
る
。
な
お
、
巻

一
の
丁
付

に
つ
い
て
は
、
次
掲
の

「蔵
板
員
数
」
の
記
述
か
ら
推
測
し
た
。

巻 巻 巻 巻 巻
五 四 三 ニ ー・

(序

一

・
序

二

、

百

家

ニ

ノ
目

、

百

家

三

ノ
目

、

百

家

四

ノ
目

、

百

家

五

ノ
目

、

▽

蔵
板
員
数
98
ウ

一

一
ノ
目
、

一
～
廿
三
終
)

百
家
ニ
ノ

一
～
廿
五
終

百
家
三
ノ

一
～
廿
四
終

百
家
四
ノ

一
～
廿
八
終

百
家
五
ノ

一
～
廿
五
終

百
家
奇
行
伝

四
枚

但
相
合

此
方

〔川
か
3

遠
藤

三
之
巻

目
録
三

査
ノ
三

四
之
巻

目
録

壷
ノ
三

八
ノ
十

一

十
ニ
ノ
十
五

大
正
五
年
十

一
月
大
坂
板
木
市
川
か
つ
分
買
入

四
丁
張
廿
四
枚

二
丁
張

一
枚

目 序 五 四 三 ニ ー
録 巻 巻 巻 巻 巻

一
よ
り
十

一

十
六
よ
り
廿
三
了

八
よ
り
十

一

廿
よ
り
廿
五
了

四
よ
り
廿
四
了

四
よ
り
七

十
六
よ
り
廿
八
了

一
よ
り
廿
五
了

一

二

一

五

外
題
及
奥
書

代
大
ホ
円
リ
ル
〆

『蔵
板
仕
入
簿
』
に
は
、
相
合
先

・
軒
前
を

「ひ
し
孫

壱
軒
/
○
せ
ん

壱

軒
/
林
よ
し

半
軒
/
此
方

半
軒
」
と
記
し
、
「○
せ
ん
」
(丸
屋
善
兵
衛
)
を

消
し
て

「大
坂

河
源
」
と
入
れ
る
。
当
初
書
き
入
れ
の
四
軒
は
、
底
本
と
し
た

弘
化
三
年
版
本
の
刊
記
に

一
致
す
る
。
軒
前
の
合
計
が
三
軒
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
底
本
に
先
行
す
る
天
保
六
年
刊
の
三
軒
版
初
版
本
も
想
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
弘
化
三
年
版
の
刊
記
部
に
出
る
江
戸

・
大
坂
の
六
書
騨
は

版
権
に
関
わ
ら
ず
、
販
売
委
託
先
で
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
。
版
権
は
、
初
版
三
軒

(菱
孫

・
丸
善

・
竹
苞
楼
か
)
↓
林
芳

・
菱
孫

・
丸
善

・
竹
苞
楼
↓
林
芳

・
菱

孫

・
河
源

・
竹
苞
楼
↓
川
か

つ
・
遠
藤

・
竹
苞
楼
と
動
き
、
大
正
五
年
大
坂
板
木

市
で
竹
苞
楼
が

「川
か
つ
分
買
入
」
と

い
う
仕
儀
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

『百
家
碕
行
伝
』
は
残
存
板
木
が
少
な

い
の
で
あ
る
が
、
『蔵
板
員
数
』
に
竹
苞

楼
持
分
と
買

い
入
れ
た

「川
か

つ
分
」
の
明
細
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
版
本
と
の
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照

合

に

よ

っ
て
川

か

つ

・
遠

藤

・
竹

苞

楼

三
軒

の
板

前

が

は

っ
き

り

と

分

か

る

。

衷

6
を

参

照

さ

れ

た

い
。

全

部

で
三

十

四
枚

あ

っ
た

は
ず

の
板

木

の
う

ち

、

十

三

枚

が
残

る
。

板

木
番

号

の
右

側

に
○

印

で
示

し

た

14

・
20

・
22

・
23
番

の
四
枚

が

、

『
蔵

板

員

数
』

に
記

録

さ

れ

て

い
た

も

と

も

と

の
竹

苞

楼

の
持

分

で
、

う

ち

現

存

す

る

の

は

20

・
23

番

の

二
枚

。

☆

印

で

示

し

た

ー

～

3

・
5

・
6

・
9

・
12

・

13

・
15
～

19

・
21

・
勿
～

謎
番

の

二
十

五
枚

(う

ち

二
丁
張

り

一
枚

)

が

大

正

五

年

竹

苞

楼

購

入

の
川

か

つ
旧

所

持

分

で
、
う

ち

9

・
12

・
13

・
17

～

19

・
21

・

25

・
29

・
30

・
鈎

の
十

一
枚

が
現

存

。

▲
印

が

遠

藤
所

持

と

考

え

ら

れ

る
も

の
で

、

こ
れ

は

も

と

よ

り
残

っ
て

い
な

い
が

、

4

・
7

・
8

・
10

・
11

の

五
枚

と

な

る
。

板

前

を

見

て
み

る

と

、
巻

五
は

川

か

つ
占

有

と

な

る

が

、
巻

一

・
二

は
川

か

つ
と

遠

藤

が

、

ま

た
巻

三

・
四

は

川

か

つ
と

竹

苞

楼

が

そ

れ

ぞ

れ

二

つ
の
店

で
ば

ら

し

て
持

つ
か

た

ち

に
な

っ
て

い
て

、

五
巻

以

外

は

い
ず

れ

も

一
つ

の
店

だ

け

で
は

揃

衷6百 家蛸行伝

わ
な

い
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
19
番
の
板
に
は
、

以
丁
)
が
あ
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七

秘
伝
花
鏡

中
抜
き
の
丁
飛
ば
し

(巻
二

◎
照
合
底
本

半
紙
本
六
冊
。
明
治
摺
り
。
空
押
し
網
目
模
様
藍
色
表
紙
。
左
肩
に
双
辺
白
地

元
題
釜

「秘
伝
花
鏡

一
(～
六
)
」。
見
返
し
双
辺
匡
廓
外
上
部
に

「文
政
十
二

丑
年
補
刻
」
、
匡
廓
内
に

「西
湖
陳
扶
揺
彙
輯
/
日
本
平
賀
先
生
校
正
/
秘
伝
花

鏡
/
皇
都
書
林

津
逮
堂
/
文
泉
堂
/
花
説
堂
/
五
車
楼

合
梓
」
。
康
煕
戊
辰
立

春
後
三
日
荊
園
丁
膨
序
。
康
煕
戊
辰
桂
月
陳
漫
子
序
。
康
熈
戊
辰
花
朝
張
国
泰
序
。

刊
記
は
後
表
紙
見
返
し
に

「書
林

京
二
条
通
堺
町
西
へ
入
町

林
芳
兵
衛
」
と

板木番号 巻 収 録 丁 数

1 欠 ☆ 1 目、1～3

2 欠 ☆ 1 4～7

3 欠 ☆ 1 8～11

4 ▲ 1 12～15

5 欠 ☆ 1 16～19
6 欠 ☆ 1 20～23終

7 ▲ 2 目、1～3

8 ▲ 2 4～7

9 383 ☆ 2 s,s,zo,11

10 ▲ 2 12^-15

11 ▲ 2 16～19

12 105 ☆ 2 20.21.22.23

13 104 ☆

2 25終

3 23、24終

4 28終

14 欠 O 3 目、1～3

15 欠 ☆ 3 4～7

16 欠 ☆ 3 8～11
17 384 ☆ 3 ia,1s,i4,1s

1s 865 ☆ 3 1s,i7,is,is

19 880 ☆
3 21、22、20、

2 24

20 863 4 4 1、 目 、2、3

21 solo ☆ 4 4.6,5.7

22 欠 0 4 8～11

23 89"1 0 4 ia,13,i4,is

24 欠 ☆ 4 16～19

25 867 ☆ 4 zo,z1,Za,as

26 欠 ☆ 4 24^-27

27 欠 ☆ 5 目、1～3

28 欠 ☆ 5 4～7

2」 382 ☆ 5 8、9、10、11

30 87 ☆ 5 12.13.14.15
31 欠 ☆ 5 16～19

32 欠 ☆ 5 20～23

33 欠 ☆
5 24、25終

1 序1、2

34 1754 ☆ 題鉱 刊記(2丁 張)
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入
る
。
見
返
し
の
津
逮
堂
は
吉
野
屋
仁
兵
衛
、
文
泉
堂
は
林
権
兵
衛
ま
た
芳
兵
衛
、

五
車
楼
は
菱
屋
孫
兵
衛
、
花
説
堂
は
江
戸
日
本
橋
の
須
原
屋
平
助
で
あ
る
。

丁
付
は
版
芯
。

一
巻

花
鏡
序

一
～
五
、
自
序

一
～
六
、
張
序

一
～
五
、

巻

一
目
次

一
・
二
、

巻

一

一
～
三
十
八
、

二
巻

巻
二
目
次

一
・
二
、

巻
二

一
～
四
十
五
、

三
巻

巻
三
目
次

一
・
二

・
三
、
巻
三

一
～
六
十

一
、

(花
鏡
図
)

一
～
十
二

四
巻

巻
四
目
次

一
・
二

二
二
、
巻

四

一
～
三
十
八
、

(花
鏡
図
)

一
～
十

一

五
巻

巻
五
目
次

一
・
二
・
三
、
巻

五

一
～
五
十
四
、

(花
鏡
図
)

一
～
十
三

六
巻

巻
六
目
次

一
・
二
、

巻
六

一
～
三
十
七
、

(花
鏡
図
)

一
～
六

▽

蔵
板
員
数
囎
オ

一

秘
伝
花
鏡

丁
総
三
百
四
十
三
丁

代
大
ヨ
〆

四
丁
張

扉
外
題

廿

八
枚

序

一
よ
り
六
迄

六
丁

ニ ー・ 張 同

巻 巻 序

三

四

目
次
共

目
次
二

五

四
丁

五
丁

四
十
丁

一
丁

六 五 同 四
巻 巻 巻

本 画 画 目 画文 次

十 共

十

一
丁

四
十

一
丁

一.丁
二
丁

二
丁

明
治
四
十
四
年
八
月
廿
日

五
車
楼
よ
り
買

☆
三
軒
ノ

一

一
部
板
賃
四
匁
入
分

相
合吉

仁
☆
六
軒
ノ

一

林
芳
☆
六
軒
ノ

一
☆
此
分
ナ
シ

☆
四
丁
張
十
五
枚

須
平
☆
此
分
河
合

二
見
ゆ

此
方

各

一
匁
二
分
八
リ

こ
の

『秘
伝
花
鏡
』
は
皇
都
林
権
兵
衛

・
林
伊
兵
衛

・
東
都
須
原
屋
平
助
三
軒

版
が
初
版
ら
し
く
、
も
と
も
と
竹
苞
楼
は
版
権
に
関
わ
り
は
な
か
っ
た
。
が
、
そ

の
後
版
権
が
動
き
、
菱
孫

(三
軒
ノ

一
)
・
吉
仁

(六
軒
ノ

一
)
・
林
芳

(六
軒
ノ

一
)
・
須
平

(三
軒
ノ

一
)
と
な

っ
て
い
た
も

の
を
、
明
治
四
十
四
年
に
竹
苞
楼

が
菱
孫

(三
軒
ノ

一
)
分
を
買

い
取

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
「蔵
板
員
数
』
の

記
述
の
う
ち
、
☆
で
示
し
た
の
は
ペ
ン
に
よ
る
書
き
込
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
須

平
所
持
分
に
つ
い
て

「此
分
河
合

二
見
ゆ
」
と
あ
る
。
『改
定
増
補
近
世
書
林
版
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元
総
覧
』
に
よ
れ
ば
、
京
都
で
該
当
し
そ
う
な
人
物
と
し
て

「京
暦
板
元
」

の
河

合
孫
七
郎
が
い
る
が
、
同
人
物
か
ど
う
か
不
明
。
江
戸
と
上
方
の
相
合
版
の
場
合
、

板
木
を
ど
こ
に
置
い
て
お
い
た
か
と
い
う

こ
と
も
問
題
に
な

っ
て
来
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
江
戸
の
須
平
所
持
の
板
木
が
出
版
の
便
宜
を
考
え
て
京
都
の
河
合
預

け
と
な

っ
て
い
た
と
読
め
そ
う
な
記
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
『秘
伝
花

鏡
」
の
板
木
の
軒
前
は
三
軒
前
と
な
っ
て

い
た
こ
と
は
、
初
版
本
の
版
元
が
三
軒

で
あ

っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、
竹
苞
楼
が
菱
孫
か
ら
買

っ
た
板
木
枚

数
を

『蔵
板
員
数
』
で
は

「廿
八
枚
」
と
す
る
が
、
次
の
表
7
に
示
し
た
よ
う

に

正
し
く
は
三
十
枚
で
、
そ
れ
が
全
て
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
通
し
番
号
娼
の
板
と

表7秘 伝花鏡

照
合
す
る
に
、
『蔵
板
員
数
』
に

「六
巻

本
文
二
丁
」
と
あ
る
の
は
、
正
し
く

は
六
巻
37
丁
と
三
巻
61
丁
の
二
丁
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
表
7
に
板
木

番
号
が
入

っ
て
い
る
も
の
が
現
存
板
木
三
十
枚
、
つ
ま
り
、
明
治
四
十
四
年
に
竹

苞
楼
が
買

い
入
れ
た
菱
孫
旧
所
持
分
で
、
全
体
の
3
分
の
ー
で
あ
る
。
塗
り

つ
ぶ

し
で
示
し
た
板
木
番
号
が
空
白
と
な

っ
て
い
る
も
の
は
、
吉
仁

・
林
芳

・
須
平
分

で
、
こ
ち
ら
は
全
体
の
3
分
の
2
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
板
木
枚
数
を
割
り
出

し
て
み
る
と
五
十
九
枚
と
な
り
、
割
合
と
し
て
は
妥
当
な
数
が
出
て
く
る
。
さ
て
、

こ
の

『秘
伝
花
鏡
」
の
板
前
で
特
徴
的
な
の
は
、
巻
毎
に
分
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
竹
苞
楼
購
入
の
菱
孫
分
は
全
六
巻
の

板木番号 巻 収 録 丁 数 板木枚数
1 845 1 張 序1,2、3、4

2 903 1 自序4,5、2、3

3 9?

4

,1自 序i,s、 花 鏡序1、5

璽 懸 圏躍 圏
1花 鏡序3,4

5 350
s (図)5、6

6 631 1 1.2.3.4

7 $01 1 5,6.7.$

s 843 1 9.10.11.12

9 834 1 13,14,15,16

10 844 1 17.18.19.ZO

11 219 1 21,22,23,24

12 854 1 25,26.27.28

13 830 1 29.3U.31.32

14 ?3? 1 33,34,35,36

15 302
1 37.38

題 叢(1・2・3・4・5・6)

is 216

1 目次1、 目次2

2 目次2

目次2

17

6

4

■

`母

18～28

29 2毛

じk

景 さη ∀

30'44

45^-47
じ

=

48 300

"

.S(.38

3 61(蔵 板 員数に記載もれ)

s 37

49 sii
袋(重 刻秘傳花鏡)
4 目次 、1、2、3

50 215 4 1.2.3.4

51 328 4 5.6,7.S

52 882 4 9,10.11.12

53 829 4 13,14,i5,i6

54 S(?2 4 17.18.19.20

55 851 4 21.22.23.24

56 883 4 25,27,28,29

57 86 4 2b,30.31,32

58 849 4 33,34.35,3fi

59 351 4 (図)1、2、3、4

60 387 4 (図)5、6、 張序5

61 433 4 (図)7、8、 裏 白板

62 349
4 (図)9、10、11

5 (図)13

63
慧_

で穿

64～76

"副

77^-79
..

.1..

89
守、

A陶

一172一
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う
ち
巻

一
・
四
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
を
元
に
考
え
る
と
、
同
じ
く
三
軒
の

一

軒
前
所
持
の
須
平
が
全
六
巻

の
う
ち
二
巻
分
を
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
六
軒
の

一
軒
前

所
持
の
吉
仁

・
林
芳
が

一
巻
分
ず

つ
持

っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ

は
今
ま
で
見
て
来
た

「同
じ
巻
が

一
つ
の
店
に
集
中
し
な
い
よ
う
に
」
「出
来
る

だ
け
ば
ら
し
て
」
と
い
う
板
前

の
原
則
か
ら
甚
だ
し
く
逸
脱
す
る
か
の
如
き
で
あ

る
が
、
実
は
こ
こ
で
も
丁
飛
ば
し
が
有
効
に
働
く
。
た
と
え
ば
16
番
の
板
で
あ
る
。

こ
の
板
に
は
巻

一
の
目
次
1

・
2
丁
と
巻

二
及
び
巻
六
の
目
次
2
丁
を
収
め
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
巻

二

・
巻
六
の
目
次
2
丁
め
を
飛
ば
し
て

お
こ
う
と

い
う
意
図
が
あ
る
。
巻
二

・
巻

六
の
目
次
1
丁
が
ど
こ
に
あ

っ
た
か
は

推
測
す
る
し
か
な
い

(仮
に
17

・
63
番
と
し
て
示
し
た
)
が
、
16
番
の
板
が
竹
苞

楼
に
あ
る
た
め
、
巻
二
ま
た
巻
六
を
持

っ
て
い
る
某
書
騨
は
単
独
で
そ
の
巻
を
揃

え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
逆
に
竹
苞
楼
は
、
仮
に
4
番
と
し
て
推
測
し
た
板
に

「花
鏡
序
2
丁
」
が
飛
ん
で
い
る
た
め
、
巻

一
を
や
は
り
単
独
で
揃
え
ら
れ
な
い
。

5
番
の
板
も
同
様
の
効
果
を
持
つ
。
な
お
も
う

一
つ
、
娼
番
の
板
に
も
注
目
し
て

み
た
い
。
こ
の
板
は
巻
四
の
37

・
38
丁

・
巻
三
の
61
丁

・
巻
六
の
37
丁
を
収
録
。

い
ず
れ
も
丁
数
が
四
で
割
り
切
れ
ず
半
端
に
な
る
巻
の
終
丁
を
纏
め
た
板
で
、
無

駄
を
出
さ
な
い
こ
と
を
旨
と
す
る
板
木

の
仕
立
て
方
と
し
て
ご
く
普
通
に
見
ら
れ

る
ケ
ー
ス
で
、
中
抜
き
の
丁
飛
ば
し
と
は
成
立
の
事
情
が
異
な
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
、
結
果
的
に
娼
番
の
板
が
巻
三

・
巻
六
を
持
っ
て
い
る
某
書
騨
に
と

っ

て
は
止
め
板
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
「出
来
る
だ
け
ば
ら
し

て
」
と
い
う
板
前
に
極
め
て
有
効
に
働
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

八

謝
茂
棊
詩
集

◎
照
合
底
本

縦
長
大
本
三
冊
。
茶
色
地
表
紙
。
左
肩
に
双
辺
白
地
元
題
簑
。

一
巻
は
欠
。
二

巻

「
(剥
落
)
茂
秦
詩
集

二
」。
三
巻

「
(剥
落
)
茂
秦
詩
集

(剥
落
)」
。
見
返

し
双
辺
匡
郭
内
に

「艸
盧
先
生
選
定
/
謝
茂
秦
詩
集
/
皇
都
書
林

竹
苞
楼

・
興

文
閣

全
編
」
と
入
れ
る
。
宝
暦
十
年
龍
公
美
序
。
宝
暦
十

一
年
平
信
美
践
。
刊

記
は
三
巻
の
後
表
紙
見
返
し
に

「四
漠
山
人
全
集

嗣
出
/
宝
暦
十
二
壬
午
年
二

月
/
平
安
書
蝉

佐
佐
木
惣
四
郎
/
小
川
源
兵
衛
」
と
あ
る
。
見
返
し
部
に
出
る

興
文
閣
は
小
川
源
兵
衛
の
こ
と
。
丁
付
版
芯
。

一
巻

序

一
～
六
、
巻
之

一

一
～
十
、
巻
之
二

一
～
十
九

二
巻

巻
之
三

一
～
二
十
六

三
巻

巻
之
四

一
～
九
、
巻
之
五

一
～
十

一
、
賊

▽

蔵
板
員
数
ω
オ

一

謝
茂
秦
詩
集

廿
七
枚

外

二
小
板

一
枚

但
丸
板

〆
百
〇
六
丁

奥
書
袋
外
題

『蔵
板
仕
入
簿
」
に
も

「全
三
冊
、
百
六
丁
」
と
し
て
相
合
先
を
記
さ
な
い
が
、

『竹
苞
楼
大
秘
録
一
に
よ
れ
ば

『謝
茂
秦
詩
集
」
は
も
と
も
と
小
川
源
兵
衛
と

の
半

々
持
ち
の
相
合
版
で
、
同
書
に
は
出
版
経
費
の
詳
細
な
記
録
も
あ
る
。
ま
た
、

そ
こ
に
貼
付
さ
れ
た
二
枚
の
付
箋

(仮
①
②
と
し
て
示
す
)
に

①
謝
茂
秦
詩
集

一171一
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序
余
リ
数
多

二
付
、
近
来

ハ
草
盧
ノ
序
斗

二
而
則
、

草
盧
序
六
丁
、

一
ノ
巻
、
ニ
ノ
巻
、
三
ノ
巻
、
四
ノ
巻
、
五
ノ
巻
、
践
不

残
、

②
謝
茂
秦
詩
集

草
盧
序
六
丁
、

一
ト
ニ
ト
巻

一
冊

三
ノ
巻

一
冊

四
ト
五
ト
巻

一
冊

マ
マ

但
、
平
倍
美
蹟
斗
、
尤
、
扉
奥
書
共

二
八
十
四
丁
二
也
、

右
、
日
本
ノ
斗

二
而
、
唐
ノ
蹟
加
入
之
事
無
用

二
被
存
、
此
度
よ
り
序
賊

共
日
本
斗
也
、

と
あ
る
。
序

・
眩

の
多
き
を
煩
現
と
し
て
、
何
時
か
ら
か
は
不
明
だ
が

「
此
度
よ

り
」
(②
)
照
合
底
本
の
形
に
落
ち
着
い
た
も
の
ら
し
い
。
な
お
、
国
文
学
研
究

資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
デ
ジ
タ
ル
資
料
和
古
書
所
蔵
目
録
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
省

か
れ
た
序
は
趙
王
枕
易
道
人
以
下
四
名
分
、
践
は
張
口
徴
以
下
二
名
分
で
あ
る
。

「竹
苞
楼
大
秘
録
」
に
は

「小
川
源
兵
衛

殿
、
四
丁
張
十
四
枚
」
「
此
方

二
、
四

丁
張
十
二
枚

三
丁
張

一
枚
有

外

二
袋
外
題
板
」
と
し
て
竹
苞
楼
の
板
前
を
次

の
よ
う
に
記
す
。

序
五
六
、
十
四
よ
り
廿
二
迄
、

一
ノ
巻

一
よ
り
四
迄
、
九
十

ニ
ノ
巻

三
ノ
巻

四
ノ
巻

五
ノ
巻

五
よ

り

八
迄

、

十

七

、

一
よ

り

四
迄

、

廿

五

、

五
よ

り

九

迄

五
よ

り

十

一
迄

十
八
、
十
九
迄

廿

六
迄

駿

一
よ
り
八
迄

袋

外
題

奥
書

以
上
、
諸
資
料
と
現
存
板
木
か
ら

一
覧
表
を
作
成
し
て
み
る
と
表
8
の
よ
う
に

な
る
。
板
前
は
、
竹
苞
楼
分
が
ー

・
3
～
8

・
10

・
12

・
15

・
16

・
23

・
25
～
28

番
の
十
六
枚
、
塗
り
つ
ぶ
し
で
示
し
た
小
川
源
分
が
2

・
9

・
11

・
13

・
14

・
17

～
22

・
以
番
の
十
二
枚
と
な
る
。
「竹
苞
楼
大
秘
録
』
記
録

の
板
木
所
持
枚
数
は

逆
で
あ
る
。
「欠
」
と
し
て
示
し
た
板
は
残
ら
な
い
が
、
小
川
源
所
持
分
が
竹
苞

楼
に
伝
わ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
い
つ
の
時
期
か
に
竹
苞
楼
が
買
い
取
り
、

丸
株
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
板
前
を
見
て
み
る
と
、
各
巻
と
も
い
ず
れ
も

一
つ
の

店
だ
け
で
は
揃
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
3

・

4
番
の
板
は
中
抜
き
の
丁
飛
ば
し
仕
立
て
に
し
て
あ
る
。

一

な
お
、
今
回
、
右
以
外
の
次
の
九
点
に
つ
い
て
も
照
合
を
行
な

っ
た
。
分
数
表

d

示

の
分
母
は
版
本

・
現
存
板
木

・
「蔵
板
員
数
』
か
ら
割
り
出
し
た
全
体
の
板
木

表8謝 茂妻詩集
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枚
数
、倭
名
類
聚
紗

公
事
根
源
集
釈

胡
元
瑞
詩
藪

清
風
項
言

閑
田
文
草

閑
田
次
筆

梅
窓
筆
記

獅
子
巌
和
歌
集
類
題

百
首
異
見

紙
数
の
都
合
も
あ
り
、

が
、

分
子
は
現
存
板
木
枚
数
で
あ
る
。

元
和
三
年
序

渋
川
清
右
衛
門
刊

元
禄
七
年
蹟

村
上
勘
兵
衛
刊

貞
享
三
年
武
村
新
兵
衛
刊

寛
政
六
年
鮪
鶴
惣
四
郎
他
刊

享
和
三
年
銭
屋
惣
四
郎
他
刊

文
化
三
年
銭
屋
惣
四
郎
他
刊

文
化
三
年
婆
々
岐
惣
四
郎
他
刊

文
化
十
三
年
吉
田
四
郎
衛
門
刊

文
政
六
年
河
南
儀
兵
衛
他
刊

11

/

60

13

/

お

舩

/

79

6

/

14

6
/

騒

4
/

妃

10

/

20

10
/

17

65
/

68

右
の
九
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い

い
ず
れ
も
そ
の
板
前
は

「同
じ
巻
が

一
つ
の
店
に
集
中
し
な
い
よ
う
に
」
「出

来
る
だ
け
ば
ら
し
て
」
と
い
う
原
則
通
り

に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
「閑
田
文
草
」

に
は
中
抜
き
の
丁
飛
ば
し
仕
立
て
の
板
が

一
枚
あ

っ
た
こ
と
が

「蔵
板
員
数
」

の

記
録
か
ら
確
認
出
来
、
「公
事
根
源
集
釈
」
に
は
丁
飛
ば
し
の
板
木
が

一
枚
現
存

す
る
。
な
お
、
右

の
う
ち
、
「清
風
項
言
」
を
説
明
の
便
宜
上
現
存
板
木
六
枚
と

し
た
が
、
正
確
に
言
え
ば
二
丁
張
り
十
二
枚
。
こ
れ
は
大
正
四
年
に
竹
苞
楼
の
手

許
に
無
か
っ
た
分
を
彫
り
足
し
た
も
の
で
、
も
と
の
板
で
は
な

い
。

お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
近
世
後
期

の
京
都
出
版
界
に
あ

っ
て
は
、
相
合
版
の

出
版
物
の
板
木
を
何
軒
か
で
分
割
所
有
す

る
場
合
、
そ
の
板
前
は

「同
じ
巻
が

一

つ
の
店
に
集
中
し
な

い
よ
う
に
」
「出
来
る
だ
け
ば
ら
し
て
」
と
す
る
と
い
う
原

則
が
あ

っ
た
こ
と
が

一
応
は
確
認
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
も
と

も
と
板
木
を
仕
立
て
る
際
に
、
分
割
所
有
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
中
抜
き

の
丁
飛
ば
し
仕
立
て
の
板
を
作

っ
て
お
く
こ
と
も
行
な
わ
れ
て
い
た
例
も
幾

つ
か

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
後
者

の
丁
飛
ば
し
の
板
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「板
木

は
語
る
1
慶
安
三
年
版

「撰
集
抄
」
1
」

(江
戸
文
学
39
号
、
平
成
20
年
11
月
刊
)

「佛
光
寺

の
板
木
」
(前
引
)
で
取
り
上
げ
た
慶
安
三
年
版

「撰
集
抄
」
・
「寛
文

八
年
刊

『釈
迦
入
相
物
語
』
・
天
和
～
元
禄
頃
刊
の
平
仮
名
十
二
行
本

「因
果
物

語
」
な
ど
に
既
に
そ
の
事
実
が
あ
る
。
慶
安
三
年
版

「撰
集
抄
」
の
場
合
は
、
板

木
彫
刻
前
後
に
急
遽
行
な
わ
れ
た
巻
の
再
編
と

い
う
問
題
が
絡
ん
で
い
る
た
め
見

分
け
が
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
丁
飛
ば
し
が
近
世
初
期
か
ら
既
に
あ

っ
た
こ
と
は

ど
う
や
ら
言
え
そ
う
で
あ
る
。
近
世
初
期
出
版
書
の
板
前
に
つ
い
て
は

『蔵
板
員

数
」
の
よ
う
な
記
録
が
出
て
来
な
け
れ
ば
確
認
が
難
し

い
が
、
中
抜
き
の
丁
飛
ば

し
仕
立
て
の
板
木
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
が
、
同
様
の
発
想
に
基
づ
く
板
前
も

あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
板
前
も
丁
飛
ば
し
も
、
分
割
所
有
を
し
た
場
合
に

一
つ
の
店

で
勝
手
な
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
発
想
か
ら
出
た
も
の
。
京
都
に
限

ら
ず
近
世
期
の
本
屋
仲
間
の
記
録
を
見
て
い
る
と
、
組
合
の
仕
事
の
殆
ど
は
重
類

版

(海
賊
版
)
対
応
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

時
代
な
れ
ば
こ
そ
、
板
木
の
仕
立
て
方
に
も
板
前
に
も
そ
れ
な
り
の
工
夫
が
必
要

だ

っ
た
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
八
月
晦
日
記

*
こ
の
稿
は
平
成
十
九
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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